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工事費内訳書の様式は任意であるが、少な
くとも数量、単価、金額等を明らかにするこ
と。
なお、入札の際に工事内訳書が未提出又は
提出された工事費内訳書が未記入である等不
備がある場合は、当該工事費内訳書の提出業
者の入札を無効とすることがある。
また、提出された工事費内訳書を必要に応
じ公正取引委員会に提出する場合がある。
 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者が行った入札、技術提案書等に虚偽
の記載をした者の入札又は入札に関する条件
に違反した入札は無効とする。
 配置予定監理技術者の確認 落札者決定
後、ＣＯＲＩＮＳ等により配置予定の監理技
術者等の専任制違反の事実が確認された場
合、契約を結ばないことがある。
なお、種々の状況からやむを得ないものと
して承認された場合の他は、配置予定監理技
術者等の変更は認められない。
 契約書作成の要否 要。
 関連情報を入手するための照会窓口 上記
５のに同じ。
 一般競争参加資格の認定を受けていない者
の参加 上記２のに掲げる一般競争参加資
格の認定を受けていない者も上記３のによ
り技術提案書等を提出することができるが、
競争に参加するためには、開札の時において、
当該資格の認定を受け、かつ競争参加資格の
確認を受けなければならない。
 施工体制確認のための資料の提出要請及び
ヒアリング 施工体制確認のため、追加資料
の提出を求め、ヒアリングを実施することが
ある。

７ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Hajime Aizawa, Director

General of Miyagihokubu District Forest

Office

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Embank‑

ment construction work in Kesennuma city,

Miyagi prefecture

 Time limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 4 : 00 P. M., 5 April 2019

 Time limit for the submission of tender

for electronic or postal submission : 4 : 00

P.M., 25 April 2019 for submission by hand :

11 : 00 A.M., 26 April 2019

 Contact point for tender documentation :

Disbursements Section, Accounting Divi‑

sion, Miyagihokubu District Forest Office,

532 Furukawahigasimachi Osaki city
Miyagi prefecture 9896166 Japan. TEL
0229222074

 本工事は、入札時に工事費内訳書の提出を
求める工事である。
 本工事は、入札時に施工計画等に関する技
術提案を受け付け、価格以外の要素と価格を
総合的に評価して落札者を決定する総合評価
落札方式（技術提案評価型Ｓ型）の対象工事
のうち、品質確保のための体制その他の施工
体制の確保状況を確認し、施工内容を確実に
実現できるかどうかについて審査し、評価を
行う施工体制確認型総合評価落札方式の試行
工事である。
 本工事は、契約締結後に施工方法等の提案
を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事であ
る。
 本工事は、見積参考資料（金抜き設計書）
を開示する対象工事である。
 本工事は、出来高に応じた部分払いを行う
「出来高部分払方式」を選択することができ
る工事である。
なお、選択にあたっては、落札決定後、速
やかに支出負担行為担当官に通知すること。
 本工事は、契約締結後、総価契約の内訳と
して、単価等について合意を行う「総価契約
単価合意方式」の対象工事である。
なお、本方式の実施にあたっては、単価等
を個別に合意する方式（以下「個別合意方式」
という。）を基本とするが、受注者の希望によ
り、単価を一括的に合意する方式（以下「一
括合意方式」という。）も可能とする。

 本案件は、技術提案書等の提出及び入札を
電子入札システムで行うものであり、詳細に
ついては、入札説明書及び電子入札システム
運用基準（平成16年７月林野庁）による。
 詳細は入札説明書による。
 本工事は、「共通仮設費のうち営繕費」及び
「現場管理費のうち労務管理費」の下記に示
す費用（以下「実績変更対象費」という。）に
ついて、工事実施に当たって不足する技術者
や技能者を広域的に確保せざるを得ない場合
も考えられることから、契約締結後、労働者
確保に要する方策に変更が生じ、森林整備保
全事業設計積算要領に基づく金額相当では適
正な工事の実施が困難になった場合は、実績

変更対象費の支出実績を踏まえて最終精算変
更時点で設計変更する試行工事である。
営繕費：労働者送迎費、宿泊費、借上費（宿
泊費、借上費については、労務者確保に係る
ものに限る。）
労務管理費：募集及び解散に要する費用、
賃金以外の食事、通勤等に要する費用

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
平成 31 年３月１日
支出負担行為担当官
東北地方整備局副局長 渡邉 泰也

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 04
〇第 25 号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 八戸港八太郎・河原木地区航路泊
地（埋没）付帯施設築造工事（その２）（電子
入札対象案件）
 工事場所 青森県八戸市八戸港港内
 工事内容 構造物撤去工 １式、基礎工
１式、本体工 １式、被覆・根固工 １式、
上部工 １式、消波工 １式、裏込・裏埋工
１式、雑工 １式

 工期 平成32年３月27日まで。
 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律（平成12年法律第104号）に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務付けられた工事で
ある。
 本工事においては、資料の提出、入札等を
電子入札システムで行う。なお、電子入札シ
ステムによりがたいものは、発注者の承諾を
得て紙入札方式に代えることができる。

 本工事は、契約締結後、労働者確保に要す
る方策に変更が生じ、港湾請負工事積算基準
の金額相当では適正な工事の実施が困難と
なった場合に、実績変更対象額の支出実績を
踏まえて最終精算変更時点で設計変更する試
行工事である。詳細については、入札説明書
に記載する。

 本工事は、若手の主任（監理）技術者を定
期的に指導する経験豊富な技術者（技術指導
者）を配置できる「若手技術者登用促進型」
の試行工事である。なお、技術指導者の配置
については、参加表明書の提出者が選択でき
るものとする。
若手主任（監理）技術者は、昭和54年４月
２日以降に生まれた者とする。
 本工事は、休日の確保を評価する「休日確
保評価型」の試行工事である。
 本 工 事 は、 国 土 交 通 省 が 提 唱 す る
i‑Constructionに基づき、ＩＣＴの全面的活
用を図るため、起工測量、設計図書の照査、
施工、出来形管理、検査及び工事完成図や施
工管理の記録及び関係書類について３次元
データを活用するＩＣＴ活用工事である。
 本工事に係る落札及び契約締結は、当該工
事に係る平成31年度の予算が成立し、予算示
達がなされることを条件とするものである。

２ 競争参加資格
次に掲げる条件を満たしている者により構成
される特定建設工事共同企業体（以下「特定Ｊ
Ｖ」という。）又は単体有資格業者であること。
なお、特定ＪＶとして競争に参加する場合は、
別に公示する特定ＪＶの資格決定を受けるこ
と。
 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165
号）（以下、「予決令」という。）第70条及び第71
条の規定に該当しない者であること。
 東北地方整備局（港湾空港関係）における
平成31・32年度「港湾土木工事」に係る定期
競争参加資格審査申請を行い、受理されてい
る者で、開札の時点までに競争参加資格を有
する者であること。なお、手続の確認のため
平成31・32年度定期競争参加資格審査申請書
「地方整備局（港湾空港関係）」の受付票の写
し、又は受付受信メールの写し等を提出する
こと。
 東北地方整備局（港湾空港関係）における
平成31・32年度「港湾土木工事」に係る一般
競争参加資格の決定の際に算定した客観点数
が特定ＪＶの代表者又は単体有資格業者に
あっては、1150点以上の者であること（会
社更生法（平成14年法律第154号）に基づき
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